
札幌市立新陵東小学校 

学びの基盤となる【読書】 

【読書】キャラクター「おっほん」 

札幌らしい特色ある学校教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おっほんシート 

実施期間 

【１１/４～１２/４】 

読書活動の取組 
 

情報センターとしての機能 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
■「おすすめ本コーナー」 
 図書室入口前の机には、季節の本や、新刊な

ど、その時のおすすめ本が置かれています。 

10 月は、「秋」や「ハロウィン」に関する本

がおかれています。 

 また、子どもたちのおすすめ本コーナーもあ

り、興味のあることを調べたり、知識を広げたり

することのできるコーナーとなっています。 

 

 

 

 

読書センターとしての機能 
 

 

 

■「朝読書への取組」 
 週に１度、登校して学習の準備をした後、図書

室での朝読書に取り組んでいます。 

 家から持参した本、または、図書室で借り 

た好きな本を 8時 25分～25分の 10分間、 

静かに読みます。              

 

 

 

 

 

１日の学習に向けて落ち着くための時間とし

て、効果的な時間となっています。 

 
■「図書ボランティアによる読み聞かせ」 

 テレビ放送と対面による本の読み聞かせを実

施しました。子どもたちが興味のある本の中か

ら、どの学年の子どもたちも楽しめるような本

を選択し、給食時間や休み時間に行いました。 

学習センターとしての機能  

 

■「学びと調べ学習の基盤づくり」 
 子どもたちが自ら疑問をもち、調べて解決す

る体験を支える学習の場となります。教材とし

ては扱われていないものの、教科書の中で紹介

されている本も置いてあるので、読書の幅を広

げることができます。 

  

 見やすく探しやすい書架の配置や、季節・テー

マに合わせた展示コーナーの設置により、子ど

もたちが自発的に本を手を取りやすい環境が整

えられています。 

  

 図書館ボランティア・図書 

サークルの方々と図書委員会の 

子どもたちが連携して、 

日常から整備が進められて 

います。 

 

 


